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農家の皆さん、秋の稲刈り作業は一段落しましたでしょうか？ 

 お持ちの農業機械たちも、さぞ大活躍したことと思います。 

    来年も、計画どおりに動いてもらいたいものです。 

ですが・・・ 

   機械には急な故障や不具合がいつか必ず訪れます・・・ 

   さらに、故障や不具合のほとんどが機械の使用中に発生しています。 

 

急な故障が起こると 

“作業計画の狂い”“適期作業の逸機” 

など、ダメージは計り知れません。 

また、農繁期には修理を依頼しても、すぐには対応できない場合もあります。 

そんな急な故障を防ぐためにも・・・ 

 

 

       

        

 

 

 

 

 

来年も“安心”“安全”な機械で農作業を！ 
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1,節約・・・修理・代替機にかかるコストを減らします。 

格納点検整備を行うことで大きな故障を未然に防ぐことができ、修理にかかる費用負担を

軽減することになります。また、機械の寿命が延びるので代替機の更新も長くなります。 

2,安心・・・作業中の突然の故障によるリスクを減らします。 

 作業中の突然の故障は作業の遅れや思わぬ事故にもつながります。ダメージを受けている

箇所を事前に整備することは、リスクを減らすための重要な投資です。 

3,確実・・・資格を持ったプロ整備士が整備します。 

 大型機械などは、セルフメンテナンスでは十分にカバーできない場合があります。プロ整

備士による格納点検整備を受けることで、機械を良好な状態に保つことができます。 

 

 

 

 

 

（ 施設農機部 施設農住課 ） 

 


